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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期
第１四半期
累計(会計)期間

第47期

会計期間
自平成21年３月26日
至平成21年６月25日

自平成20年３月26日
至平成21年３月25日

売上高（千円） 2,885,557 12,192,203

経常利益（千円） 68,657 328,853

四半期（当期）純利益（千円） 66,518 277,898

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － －

資本金（千円） 1,742,400 1,742,400

発行済株式総数（千株） 9,030 9,030

純資産額（千円） 3,587,967 3,528,574

総資産額（千円） 7,299,380 7,555,497

１株当たり純資産額（円） 411.06 404.26

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 7.62 31.09

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

１株当たり配当額（円） － 2.50

自己資本比率（％） 49.2 46.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
444,937 237,690

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△76,148 △239,525

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△324,838 △150,734

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 427,746 397,414

従業員数（人） 287 274

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年６月25日現在

従業員数（人） 287 (33)

　（注）１．従業員の定年は、満65才に達した日の属する給与期間の末日としております。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　  当第１四半期会計期間の生産実績を製品分類別に示すと次のとおりであります。

製品分類
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

照明器具（千円） 208,404

調理家電（千円） 568,768

クリーナー（千円） 385,568

生活家電（千円） 191,553

冷蔵庫（千円） 164,250

ＡＶ機器（千円） 322,446

健康理美容機器（千円） 157,600

その他（千円） 77,623

合計（千円） 2,076,215

　（注）　金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

（２）受注状況

　  当社は見込み生産をおこなっており、受注生産は僅少であるため記載を省略しております。

（３）販売実績

　  当第１四半期会計期間の販売実績を製品分類別に示すと、次のとおりであります。

製品分類
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

照明器具（千円） 307,164

調理家電（千円） 779,189

クリーナー（千円） 504,191

生活家電（千円） 265,303

冷蔵庫（千円） 230,646

ＡＶ機器（千円） 394,919

健康理美容機器（千円） 235,296

その他（千円） 168,845

合計（千円） 2,885,557

　（注）１．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は当該割合

が100分の10以上の相手先がないため記載を省略しております。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況 

　　　　　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、景気悪化に下げ止まり感が出ているものの、雇用環境は未だ厳しく、

個人消費については好転の兆しは見えておりません。また、家電業界は、販売価格の下落や業態を超えた競争状態

によって厳しい環境が続いております。

　　 　　 このような環境の中で、当社の当第１四半期会計期間の売上高は2,885百万円となりました。クリーナーや照明器具

が低価格の輸入品との競合激化により売上が減少したことや景気低迷の影響により企業向けの特注案件が少な

かったことによるものであります。

　　 　　 営業利益は145百万円となりました。これは、原価低減活動の推進と円高の昂進による輸入コストの減少等により製

造コストが減少となる一方、売上高の減少及び棚卸資産評価方法の変更により売上原価が27百万円増加したこと

によるものであります。

　　    　経常利益は68百万円となりました。前第１四半期会計期間におきましては為替予約残高の時価評価による利益が

大きく発生し、為替差益を110百万円計上しておりました。当第１四半期会計期間におきましては円高の影響によ

り為替差損が48百万円発生しております。

　　　　　当期純利益は66百万円となりました。前第１四半期会計期間、当第１四半期会計期間ともに大きな特別利益・特別損

失はなく、経常利益の変動により大きく減少しております。

（２）キャッシュ・フローの状況

      当第１四半期会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは444百万円の収入となりました。前第１四半期

会計期間におきましては棚卸資産が217百万円増加となり、資金を圧迫しておりましたが、当第１四半期会計期間

におきましては93百万円減少しております。これによりキャッシュ・フローが大きく改善しております。

　　　投資活動によるキャッシュ・フローは76百万円の支出となりました。前第１四半期会計期間、当第１四半期会計期

間ともに特別な設備投資、資産売却等はおこなっておらず、製品製造のために必要な金型に対する設備投資が主

たる内容であります。

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは324百万円の支出となりました。営業活動によるキャッシュ・フローが大き

く改善したため、有利子負債を大きく圧縮することができました。その他には配当金の支払額が11百万円発生し

ております。

　　　以上の結果、現金及び現金同等物の当第１四半期末残高は427百万円となり、前期末より30百万円増加いたしまし

た。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（４）研究開発活動

　　　当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、124百万円であります。

　　　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況 

　　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

（２）設備の新設、除却等の計画

　　①　設備の新設、除却等の計画の変更

　　　　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。

  　②　設備の新設の完了

　　　　当第１四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設について完了したも

のは、次のとおりであります。 

事業所名

（所在地）　
設備の内容

投資額

（千円）　
資金調達方法　 完了年月　

本社工場

（新潟県燕市）　
新規金型　　 　38,185自己資金　 平成21年６月　

  ③　設備の新設、除却等の新たな計画

　　　　当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月25日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,030,000 9,030,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 9,030,000 9,030,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成21年３月26日～

 平成21年６月25日　
－ 9,030,000 － 1,742,400 － 953,042

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月25日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

平成21年６月25日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  301,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,725,000 8,725 －

単元未満株式 普通株式      4,000 － －

発行済株式総数 9,030,000 － －

総株主の議決権 － 8,725 －

   

②【自己株式等】

平成21年６月25日現在 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

ツインバード工業㈱
新潟県燕市吉田西太田

字潟向2084-２
301,000 － 301,000 3.33

計 － 301,000 － 301,000 3.33

   

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５　月 ６　月

最高（円） 120 137 125

最低（円） 102 115 107

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

EDINET提出書類

ツインバード工業株式会社(E02017)

四半期報告書

 8/20



第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期会計期間（平成21年３月26日から平成21年６月25日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５

号ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成21年３月26日から平成21

年６月25日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月25日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月25日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 682,046 651,714

受取手形及び売掛金 1,981,527 2,221,443

商品及び製品 1,534,934 1,608,856

仕掛品 199,699 195,064

原材料及び貯蔵品 166,829 188,287

その他 99,999 85,179

貸倒引当金 △3,671 △6,716

流動資産合計 4,661,365 4,943,829

固定資産

有形固定資産

建物 3,465,135 3,464,065

減価償却累計額 △2,772,321 △2,758,670

建物（純額） 692,813 705,394

機械及び装置 974,555 974,555

減価償却累計額 △905,250 △903,313

機械及び装置（純額） 69,305 71,242

金型 2,071,779 2,033,624

減価償却累計額 △1,814,230 △1,779,002

金型（純額） 257,549 254,621

工具、器具及び備品 457,242 456,948

減価償却累計額 △400,096 △397,597

工具、器具及び備品（純額） 57,145 59,350

土地 1,229,569 1,229,569

建設仮勘定 46,014 18,105

その他 190,804 186,930

減価償却累計額 △149,257 △147,750

その他（純額） 41,547 39,179

有形固定資産合計 2,393,945 2,377,463

無形固定資産 27,558 28,718

投資その他の資産

投資有価証券 112,835 102,653

その他 103,716 102,871

貸倒引当金 △40 △40

投資その他の資産合計 216,511 205,485

固定資産合計 2,638,015 2,611,668

資産合計 7,299,380 7,555,497
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月25日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月25日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 551,502 615,796

短期借入金 1,280,000 1,580,000

1年内返済予定の長期借入金 329,377 329,176

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

リース債務 5,467 4,647

未払法人税等 5,922 15,021

未払消費税等 26,333 16,883

賞与引当金 111,834 85,180

その他の引当金 2,925 3,165

その他 398,442 374,904

流動負債合計 2,751,804 3,064,775

固定負債

社債 － 20,000

長期借入金 500,441 492,789

リース債務 19,409 17,445

退職給付引当金 287,597 283,036

役員退職慰労引当金 143,067 143,067

その他 9,094 5,810

固定負債合計 959,608 962,148

負債合計 3,711,413 4,026,923

純資産の部

株主資本

資本金 1,742,400 1,742,400

資本剰余金 953,042 953,042

利益剰余金 921,491 868,065

自己株式 △37,308 △37,308

株主資本合計 3,579,625 3,526,199

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,342 2,374

評価・換算差額等合計 8,342 2,374

純資産合計 3,587,967 3,528,574

負債純資産合計 7,299,380 7,555,497
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月26日
　至　平成21年６月25日)

売上高 2,885,557

売上原価 2,115,607

売上総利益 769,950

販売費及び一般管理費 ※
 624,485

営業利益 145,465

営業外収益

受取利息 164

受取配当金 2,340

固定資産賃貸料 1,820

その他 6,258

営業外収益合計 10,583

営業外費用

支払利息 11,293

手形売却損 1,139

売上割引 26,032

為替差損 48,311

その他 613

営業外費用合計 87,391

経常利益 68,657

特別利益

固定資産売却益 394

その他 0

特別利益合計 395

特別損失

固定資産処分損 0

投資有価証券評価損 21

減損損失 590

特別損失合計 611

税引前四半期純利益 68,440

法人税、住民税及び事業税 1,922

法人税等合計 1,922

四半期純利益 66,518
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年３月26日
　至　平成21年６月25日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 68,440

減価償却費 61,814

減損損失 590

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,045

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,654

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,561

その他の引当金の増減額（△は減少） △240

受取利息及び受取配当金 △2,505

支払利息 11,293

為替差損益（△は益） 13,618

投資有価証券評価損益（△は益） 21

固定資産売却損益（△は益） △394

固定資産処分損益（△は益） 0

売上債権の増減額（△は増加） 239,916

たな卸資産の増減額（△は増加） 93,768

その他の資産の増減額（△は増加） △18,237

仕入債務の増減額（△は減少） △64,294

その他の負債の増減額（△は減少） 29,192

小計 461,154

利息及び配当金の受取額 2,475

利息の支払額 △11,031

法人税等の支払額 △7,662

営業活動によるキャッシュ・フロー 444,937

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69,898

有形固定資産の売却による収入 394

無形固定資産の取得による支出 △627

投資有価証券の取得による支出 △182

その他の支出 △6,458

その他の収入 624

投資活動によるキャッシュ・フロー △76,148

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000

長期借入金の返済による支出 △92,147

長期借入れによる収入 100,000

社債の償還による支出 △20,000

リース債務の返済による支出 △1,316

配当金の支払額 △11,375

財務活動によるキャッシュ・フロー △324,838

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,331

現金及び現金同等物の期首残高 397,414

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 427,746
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

　　棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

　　　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴

い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切り下げの方法）により算定しております。

　　　これにより、営業利益は27,383千円減少し、経常利益及び税引前四半期純利益は

1,849千円減少しております。　　
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前事業年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している固定資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
  （平成21年６月25日）

前事業年度末
  （平成21年３月25日）

※　受取手形割引高は、257,500千円であります。 ※　受取手形割引高は、479,602千円であります。

　

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

物流費　 118,602　千円　

製品補修費　　　 32,490　　

広告宣伝・販促費　　　 30,649　　

給与手当　　　 234,987　　

賞与引当金繰入　　　 30,895　　

退職給付費用　　　 10,031　　

福利厚生費　 40,650　　

旅費交通費　 26,074　　

貸倒引当金繰入　 1,068　

業務委託料　 35,694　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成21年６月25日現在）

現金及び預金勘定　 682,046　千円　

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △254,300　　

現金及び現金同等物　 427,746　　
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月25日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年３月26日　至　平成21年６

月25日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　9,030千株

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　301千株 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類　

配当金の総額

（千円）　

１株当たり

配当額

（円）　

基準日 効力発生日　 配当の原資　

 平成21年６月19日

株主総会　
普通株式 13,092　 1.5　 平成21年３月25日平成21年６月22日　利益剰余金　

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月25日） 

　前事業年度の末日に比べて著しい変動は認められませんので、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月25日）

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事

業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。　

対象物の種類　 取引の種類　 契約額等（千円）　 時価（千円）　 評価損益（千円）　

通貨　 為替予約取引　 2,563,350　 2,523,060　 △40,289

　（注）１．時価の算定方法…取引金融機関から提示された価格によっております。

　　　　２．上記評価損益については、四半期財務諸表に計上されております。　

（持分法損益等）

当第１四半期会計期間（自平成21年３月26日　至平成21年６月25日）　

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成21年３月26日　至　平成21年６月25日）

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月25日）

前事業年度末
（平成21年３月25日）

１株当たり純資産額 411.06円 １株当たり純資産額 404.26円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

１株当たり四半期純利益金額 7.62円　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年６月25日）

四半期純利益（千円） 66,518

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 66,518

期中平均株式数（株） 8,728,500

（重要な後発事象)

  該当事項はありません。　

（リース取引関係）

　リース取引残高は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日

ツインバード工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮島　道明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚田　一誠　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているツインバード工業株

式会社の平成21年３月26日から平成22年３月25日までの第48期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年３月26日から平

成21年６月25日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ツインバード工業株式会社の平成21年６月25日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。　

追記情報

　　「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当第１四半期会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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